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Ⅰ．教育理念
  生命尊重・人間愛・使命感・責任感・自立

Ⅱ.  教育目的
准看護師として必要な知識及び技術を習得させ、地域社会に貢献しうる
有能な人材を育成することを目的とする

Ⅲ.  教育目標
1 対象を身体的、精神的、社会的な側面から統合し、地域社会で生活する

     人として理解できる能力を養う

2 対象の生き方、心情を理解できるように、豊かな感性及び情操を養う

3 対象の人権を守り、倫理に基づいた看護実践ができる基礎的能力を養う

4 医師、⻭科医師、または看護師の指⽰のもとに、療養上の世話や診療の
補助を、対象の安楽に配慮し、安全に実施できる能力を養う

5 准看護師の役割を認識し、他の医療・福祉従事者と協調できる態度を
養う

Ⅳ.  １年次の到達目標 

   １．看護の対象が生活者であることが説明をうけ理解できる
   ２．周囲に関心をもち、相手を思いやった行動ができる
   ３．誰に対しても挨拶ができ、場に応じた丁寧な言葉使いができる
   ４．日常生活援助の習得に向けて主体的に練習できる
   ５．相手の話を真剣に最後まで聞くことができる
   ６．振り返りの必要性を理解し、自己の課題に気づける
   ７．チームの一員になっていくことの自覚がもてる
   ８．学習する習慣が身に付く

准看護学科教育課程
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Ⅴ. 卒業生像  准看護師としての役割を担える実践者
1 対象を尊重し、その人の生活・価値観をふまえた対象の理解ができる
2 指⽰された事柄については、その意味が理解できる
3 適切な観察が行え、対象にとっての正常異常が判断できる
4 対象の状況が変化し、指⽰の範囲外である場合は、指⽰者に報告・連絡
相談ができる。実施後は実施した看護と対象の反応を報告できる

5 看護の実践者として指⽰に基づいて対象の安楽に配慮し自立を助け
安全に援助の実施ができる

6 看護職に対する社会のニーズを捉え、自己の継続的な学習に取り組める
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３つのポリシー

Ⅰ ＡＰ（アドミッション・ポリシー）
  期待する入学生像

  １．挨拶ができＴＰＯをわきまえられる
  ２．自分の日常生活を自ら整えられる
  ３．素直に物事に取り組める
  ４．学習環境が整えられている

Ⅱ ＣＰ（カリキュラム・ポリシー）
  准看護師教育課程編成・実施の方針：シラバス参照
  『准看護師として必要な基礎的能力の育成
  他者を思いやり、配慮できる人材の育成』

  １．看護の対象である人間を理解するための基礎的知識の習得
  ２．看護師から指⽰された事柄の意味を理解できるための基礎的知識の習得
  ３．対象に関心がもてる心を育む
  ４．対象の変化に気づけるための基礎的能力を育む
  ５．対象の安全、安楽に配慮した基本的な日常生活援助技術の習得
    診療の補助技術の習得
  ６．意図的なコミュニケーション能力を育む
  ７．看護者としての倫理観を育む
  ８．自ら考え、判断、確認して行動できるための能力を育む

Ⅲ ＤＰ（ディプロマ・ポリシー）
  卒業認定の方針

  １．対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある
  ２．対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける
  ３．対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる
  ４．基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる
  ５．対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる
  ６．振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める
  ７．チームの一員としての准看護師の役割が認識できる
  ８．専門職として必要な学習が継続できる
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教育課程の基本的な考え方 
准看護師学校養成所指定規則を遵守し、かつ当校の教育理念、教育目的・目標が 
達成できるように構築している。 
 
１）総授業時間数は１８９０時間とし、講義１１５５時間、実習時間７３５時間 
とした。 
また、１年次：体育１０ｈ、ＫＡＮＡＺＡＷＡ－ＦＡＳＴ救命講習会２４ｈ    
を特別講義とした。 
 

２）基礎分野は、専門基礎分野、専門分野の土台となるよう、また、看護師教育との連携 
も考慮し、教育内容を「論理的思考の基盤」「人間と生活・社会」とした 
① 論理的思考の基盤には、文章を正しく読解できること、文章を適切に表現するこ
とから論理的なものの考え方の基盤をつくるために「国語」を科目立てた。 
また、将来医療看護活動の場でよく使用するであろう英語にもふれ、医療看護 
用語の読解につながるよう「英語」も科目立てた。 
更にＩＣＴの基礎的知識、情報管理を学ぶ内容を盛り込み、「情報の基本的取り
扱い」を科目立てた。 

② 人間と生活・社会では、看護の対象が地域で生活する人であることの理解につな
げるために「地域社会と人の暮らし」を科目立てた。更に人が日々の暮らしの 
中で、うるおい、楽しみを感じながら生活していることを感じ取れるための科目 
として「音楽のある生活」を科目立てた。そして人と関わる職業につく者として 
倫理観をもった対応ができるための基盤として「接遇」を科目立てた。 

３）専門基礎分野は、専門分野の教育内容の土台として、対象の身体的、精神的、社会的 
理解が深まるよう「人体のしくみと働き」「栄養」「薬理」「疾病の成り立ち」「保健 
医療福祉のしくみ」「看護と法律」の６科目で構成した。 
「人体のしくみと働き」については、従来の医師による講義に加え、生活者としての
視点から看護につなげた人体のしくみと働きについて「生活からみた人体」を科目立
て、教授することとした。 
更に「薬理」に関しては、与薬における医療安全の視点から、薬物の特徴、作用機序、
生体への影響を踏まえた取り扱いにつなげられるよう、薬理Ⅱを科目立て事例を踏
まえての教授内容とした。 

４）専門分野は、准看護師に求められる看護実践の基盤となる基礎的、基本的なことに重
点をおいている。 
基礎看護は「看護概論」「基礎看護技術」「臨床看護概論」の３科目で構成した。 
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「看護概論」はⅠ看護、人間、健康の理解 Ⅱ看護活動を取り巻く環境・システム   
Ⅲ看護史・職業倫理の３つで構成した。Ⅱでは、当校の周辺の地域を調査する  

 フィールドワークを演習として取り組み、地域で生活する人々の暮らしを考える 
内容とした。 
「基礎看護技術」は、看護をイメージし、看護を考え実践するための、知識・技術・態
度を習得させる主要科目である。生活とつなげて教授した人体のしくみと働きを活
用し、技術の根拠を踏まえ、患者の状態に応じた安全で安楽な技術が提供できるよう
な内容とした。 
「臨床看護概論」では継続看護に地域包括ケアの内容を網羅した。更に、実践者として
の役割が担えるよう事例を用い、臨地実習にも効果的につなげられるような内容と
した。 
成人・老年・母子・精神看護については、基礎看護を土台として、人間の成長・発
達段階にあわせた成人、老年、母性、小児領域における対象について理解し、それら
に対する看護の概要を学ぶ。また対象のこころの健康の保持増進と精神看護につい
ても学ぶ内容とした。更に看護の対象が地域で生活する人であることを、看護概論、
臨床看護概論で学んだこととつなげて学習していく内容とした。  

                
５）臨地実習は、各科目で学んだ療養上の世話と診療の補助を臨地で体験させ、看護実践
に必要な知識・技術・態度を習得できる内容としている。 
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科目の評価基準 准看護学科

  科　　目 時間数 単　元 内訳 評価配分 １年 ２年
国語 10 ○
英語 10 ○
情報の基本的取り扱い 15 ○
地域社会と人の暮らし 19 ○
接遇 10 ○
音楽のある生活 6 ○
人体のしくみと働きⅠ 35* 総論 10 1０/34 ◎

脳神経系 10 1０/34
生活から見た人体 15* １4/34

人体のしくみと働きⅡ 34 循環器 10 10/38 ◎
*34＋４ 呼吸器 8  8/38

筋骨格系 12 12/38
体液 ＊ 4＋4  8/38

人体のしくみと働きⅢ 36 女性生殖器 4 4/36 ◎
内分泌代謝 6 6/36
腎泌尿器 6 6/36
消化器系 6 ６/36
皮膚 4 4/36
眼 4 4/36

成り立ち４ 平衡聴覚器 4 4/36
105 歯・口腔 2 2/36

栄養 35 35* ○
薬理 70 薬理Ⅰ 35* ○

薬理Ⅱ 35* ○
疾病の成り立ちⅠ 30 総論Ⅰ 10 10/30 ◎

総論Ⅱ 10 10/30
総論Ⅲ 10 10/30

疾病の成り立ちⅡ 35* 感染と予防Ⅰ 20 ２0/34 ◎
感染と予防Ⅱ 15* 14/34

疾病の成り立ちⅢ 40 呼吸器 4
成人看護 循環器 4
ⅠⅡの評 消化器系 4
価に含む 血液・造血器 4

代謝内分泌 4
腎・泌尿器 2
脳神経 4
女性生殖器系 2
運動器 4
感覚器　　皮膚疾患 2
　　　　　　 眼疾患 2
　　　　　　 耳疾患 2

105 　　　　　　 歯科口腔 2
保健医療福祉のしくみ 20 医療のしくみ 6 6/20 ◎

公衆衛生のしくみ 6 6/20
社会福祉のしくみ 8 8/20

看護と法律 15 15* ○
基礎看護
　　　　　　　　　看護概論Ⅰ 70 看護概論Ⅰ 27* 26 ○
　　　　　　　　　看護概論Ⅱ 看護概論Ⅱ 23* 22 ○
　　　　　　　　　看護概論Ⅲ 看護概論Ⅲ 20** 18 ◎

　　看護史 9* 8/18
　  職業倫理  11* 10/18

　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅰ 34 コミュニケーションとは ◎
　　　　　　　　　（基本技術１） 各状況における患者の理解

患者の心理とコミュニケーション 12 12/34
看護過程 10 1０/34

　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅱ 34 観察・記録・報告 10 10/32 ◎
　　　　　　　　　（基本技術２） バイタルサイン② 18(20) 18/32

身体各部の計測 4 4/32
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  科　　目 時間数 単　元 内訳 評価配分 １年 ２年
　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅲ 44 環境② 20(22) 20/40 ◎
　　　　　　　　　（日常生活１） 活動② 20(22) 20/40
　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅳ 34 衣服清潔② 32(34) ○
　　　　　　　　　（日常生活２）
　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅴ 34 食事 14 14/34 ◎
　　　　　　　　　（日常生活３） 排泄 20 20/34
　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅵ 26 診察の介助 12 12/26 ◎
　　　　　　　　　（診療の補助） 罨法他 14 14/26
　　　　　　　　　基礎看護技術Ⅶ 39 安全と感染予防② 14(16) 14/36 ◎

与薬・輸血 23* 22/36
②×５技術テスト10H含む 245

臨床看護概論 22 患者理解・過程 14 14/22 ◎
　　　　　　　　　臨床看護概論Ⅰ リハビリテーション 4 4/22

麻酔法 4 4/22
　　　　　　　　　臨床看護概論Ⅱ 14 症状別 14 ○
　　　　　　　　　臨床看護概論Ⅲ 34 治療処置 30 30/34 ◎

継続看護 4 4/34
70

成人看護
　　　　　　　　　成人看護Ⅰ 30 脳神経系 4＋4 ８/46 ◎

（＋16） 筋骨格系 8＋4 12/46
血液免疫系 6 6/46
循環器 6＋4 10/46
呼吸器系 6＋4 10/46

　　　　　　　　　成人看護Ⅱ 34 消化器系 8＋4 12/54 ◎
（＋20） 代謝内分泌 4＋4 8/54

腎泌尿器 4＋2 6/54
女性生殖器 6＋2 8/54
皮膚科 2＋2 4/54
眼科 4＋2 6/54
平衡聴覚器系 4＋2 6/54
歯科口腔 2＋2 4/54

　　　　　　　　　成人看護Ⅲ 36 成人看護概論 8 8/36 ◎
脳神経看護 8 8/36
筋骨格系看護 8 8/36
血液免疫系看護 6 6/36
女性生殖器看護 6 6/36

　　　　　　　　　成人看護Ⅳ 40 呼吸器看護 6 6/40 ◎
消化器看護 10 10/40
内分泌系看護 6 6/40
腎泌尿器看護 6 6/40
循環器看護 6 6/40
皮膚科看護 2 2/40
眼科看護 2 2/40
平衡聴覚器看護 2 2/40

成人看護 140
疾病の成り立ち 40

老年看護
　　　　　　　　　老年看護Ⅰ 28 高齢者の理解 ○
　　　　　　　　　老年看護Ⅱ 42 原則・特徴 22 22/36 ◎

疾患・看護 10 10/36
疾患・看護 4 4/36

70 介護･地域包括 6 なし
母子看護      
　　　　　　　　　母子看護Ⅰ 26 母性看護Ⅰ（生命誕生の経過） 10 10/26 ◎

小児疾患 16 16/26
　　　　　　　　　母子看護Ⅱ 44 母性看護Ⅱ 20 20/44 ◎

小児看護 24 24/44
70

精神看護
　　　　　　　　　精神看護Ⅰ 40

精神保健 20 ２０/40 ◎
疾患 20 20/40

　　　　　　　　　精神看護Ⅱ 30 看護 20 ○
看護ＧＷ 10 なし

70
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  科　　目 時間数 単　元 内訳 評価配分 １年 ２年
基礎看護 210 Ⅰ　　＋２ｈオリテ 24 なし

Ⅱ 72 ○
Ⅲ 112 ○

成人老年看護 385 Ⅰ（病棟）１ｈオリテ含む 97 ◎
Ⅱ（病棟） 96
Ⅲ 96
外来 32 臨床のみ
手術室・中材 64 臨床のみ

母子看護 70 母性病棟（オリテ３ｈ含） 19 教員のみ ◎
小児外来（オリテ３ｈ含） 19 臨床のみ
保育所 32 なし

精神看護 70 ○
31 13

１．＊　　　試験１ｈ含む
　　＊＊　試験２ｈ含む

２．基礎看護技術：単元名②　技術試験２ｈ　

３．◎　学年末に各単元の点数を加重平均した点数を科目の評価とする

臨
　
　
地
　
　
実
　
　
習
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 英語 
時間数 １０Ｈ 

       

時期 1年前期  

 

講義担当者 

 外部講師 

 

科目のねらい・授業目標 

 医療看護活動の場で、よく使用される英単語を理解できる。 

DPとの関連 

       ＤＰ７：チームの一員として准看護師の役割が認識できる。 

       ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

 

１．医療関係の職種 

２．病院の診療科の名称 

３．診察での会話 

４．症状 看護師との会話 

 講義 

 

 

 

 

 

使用する図書 

 Care foa All 臨床従事者のためのやさしい英語コミュニケーション 成美堂 

 

評価方法 

 

筆記試験 

参考図書 

 

 

受講上の注意 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 英語 
時間数 １０Ｈ 

       

時期 1年前期  

 

講義担当者 

 外部講師 

 

科目のねらい・授業目標 

 医療看護活動の場で、よく使用される英単語を理解できる。 

DPとの関連 

       ＤＰ７：チームの一員として准看護師の役割が認識できる。 
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授業内容 方法 備考 

 

１．医療関係の職種 
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３．診察での会話 

４．症状 看護師との会話 

 講義 
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参考図書 

 

 

受講上の注意 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 英語 
時間数 １０Ｈ 

       

時期 1年前期  
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 外部講師 

 

科目のねらい・授業目標 
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専門基礎分野



石川県立総合看護専門学校 

科目名  人体のしくみと働き 

【人体のしくみと働きⅠ】 

総時間数 １０５Ｈ 

人体のしくみと働きⅠ：３５Ｈ 

【生活からみた人体】 

    （15H:試験 1H含む） 

【総論】（10H） 

【各論：脳神経系】（10H） 

時期 １年前期 

講義担当者 

専任教員 

外部講師 

科目のねらい：日常生活を営んでいる人の身体の状況を把握できるように、身体の構造と機能の概要

を系統的に理解する。 

授業目標【生活からみた人体】 

１．日常生活行動からみた人体のしくみと働きを学ぶ。 

２．看護の視点での人体のしくみと働きを知る。 

授業目標【総論】 

１．ヒトのからだの形態とその組み立て、およびからだの働きを学ぶための基本となる名称、用語を

理解する。 

２．人体を構成する基本単位である細胞、組織、器官について学ぶ。 

３．人体がどのような機能系の組み合わせでできているのか理解する。 

授業目標【各論】 

１．中枢神経系（脊髄と脳）の構造と機能、末梢神経系（脳神経脊髄神経、自立神経系）の構造と機

能及びその分布を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

授業内容 方法 備考 

【生活から見た人体】（15H） 

１．人間が生きること、生活すること 
 １）体を構成する細胞 
 ２）内部環境の恒常性 
 ３）生命維持 
 ４）生活行動 

講義  

２．脳神経（認識する 情報を伝える） 
 １）感じたことを認識し、行動へつなげるしくみ 
   ＊育ち方や、人間関係の中で作り出されるその人らしさ 
 ２）中枢神経系のしくみと働き 
  ・大脳、間脳、小脳、脳幹 
  ・脳神経、脊髄神経 
 
 

講義  
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石川県立総合看護専門学校 

 ３）末梢神経系のしくみと働き 
  ・感覚神経 
  ・運動神経（本性神経系、自律神経系） 
 
３．ホルモン（恒常性を維持する） 
 １）体液 
 ２）血漿 
 ３）体温 
 ４）恒常性維持のためのホルモンのはたらき 
 
４．循環（物質の流通） 
 １）循環器系は物流システム 
 ２）心臓、血管のしくみと働き 
 ３）肺循環、体循環 
 ４）脈拍 
 ５）血圧 
 
５．呼吸（息をする） 
 １）酸素と二酸化炭素の運搬 
 ２）肺、気道、胸郭（肋骨、胸骨、胸椎）のしくみと働き 
 ３）内呼吸、外呼吸 
 ４）ガス交換 
 
６．運動と休息 
 １）からだを動かすしくみ（運動神経） 
 ２）姿勢 
 ３）骨・関節・筋肉の構造と働き 
 ４）運動 
 ５）休息 
 

講義  

７．食事（食べる） 
 １）食欲のしくみ（脳神経系の働き） 
 ２）食べる動作 
  ・食事の準備 
  ・食べ物を認識する 
  ・食べ物を口に運ぶ 
  ・味わう 
 

講義  
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 ３）末梢神経系のしくみと働き 
  ・感覚神経 
  ・運動神経（本性神経系、自律神経系） 
 
３．ホルモン（恒常性を維持する） 
 １）体液 
 ２）血漿 
 ３）体温 
 ４）恒常性維持のためのホルモンのはたらき 
 
４．循環（物質の流通） 
 １）循環器系は物流システム 
 ２）心臓、血管のしくみと働き 
 ３）肺循環、体循環 
 ４）脈拍 
 ５）血圧 
 
５．呼吸（息をする） 
 １）酸素と二酸化炭素の運搬 
 ２）肺、気道、胸郭（肋骨、胸骨、胸椎）のしくみと働き 
 ３）内呼吸、外呼吸 
 ４）ガス交換 
 
６．運動と休息 
 １）からだを動かすしくみ（運動神経） 
 ２）姿勢 
 ３）骨・関節・筋肉の構造と働き 
 ４）運動 
 ５）休息 
 

講義  

７．食事（食べる） 
 １）食欲のしくみ（脳神経系の働き） 
 ２）食べる動作 
  ・食事の準備 
  ・食べ物を認識する 
  ・食べ物を口に運ぶ 
  ・味わう 
 

講義  
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石川県立総合看護専門学校 

 ３）末梢神経系のしくみと働き 
  ・感覚神経 
  ・運動神経（本性神経系、自律神経系） 
 
３．ホルモン（恒常性を維持する） 
 １）体液 
 ２）血漿 
 ３）体温 
 ４）恒常性維持のためのホルモンのはたらき 
 
４．循環（物質の流通） 
 １）循環器系は物流システム 
 ２）心臓、血管のしくみと働き 
 ３）肺循環、体循環 
 ４）脈拍 
 ５）血圧 
 
５．呼吸（息をする） 
 １）酸素と二酸化炭素の運搬 
 ２）肺、気道、胸郭（肋骨、胸骨、胸椎）のしくみと働き 
 ３）内呼吸、外呼吸 
 ４）ガス交換 
 
６．運動と休息 
 １）からだを動かすしくみ（運動神経） 
 ２）姿勢 
 ３）骨・関節・筋肉の構造と働き 
 ４）運動 
 ５）休息 
 

講義  

７．食事（食べる） 
 １）食欲のしくみ（脳神経系の働き） 
 ２）食べる動作 
  ・食事の準備 
  ・食べ物を認識する 
  ・食べ物を口に運ぶ 
  ・味わう 
 

講義  

石川県立総合看護専門学校 

 ３）噛んで飲む動作 
  ・咀嚼機能 
  ・嚥下機能 
 ４）消化と吸収（消化管と付属臓器の働き） 
 ５）栄養素を細胞まで届けるしくみ（循環器系の働き） 
 
８．排泄（トイレに行く） 
 １）体内のゴミ処理のしくみ 
 ２）尿意・便意 
 ３）排尿のしくみと働き 
   排泄のしくみと働き 
 ４）排泄動作 
 

９．清潔（お風呂に入る） 
 １）皮膚の構造と働き 
  ・皮膚の構造 
  ・感覚器としての皮膚の働き 
  ・感染の予防 
 ２）清潔行動 
  ・目的と効果（垢を落とす、温熱効果） 
  ・からだの動き（姿勢の維持） 
 

講義  

10．生活からみた人体のまとめ 
 

グループワーク  

【総論】（10H） 

Ⅰ 総論 

１ 解剖学、生理学とは 

 ２ 人体各部の名称 

 ３ 人体各部の体位を示す用語 

Ⅱ 人体の構成 

 １ 細胞 

1) 人体の細胞の形態 

2) 細胞の内部構造 

3) 細胞分裂 

 ２ 組織 

1) 上皮組織 

2) 支持組織 

3) 筋組織 

講義  
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4) 神経組織 

 ３ 器官 

1) 中空器官 

2) 実質器官 

 ４ 漿膜と漿膜腔 

Ⅲ人体の器官系 

 １ 筋骨格系 

 ２ 循環器系 

 ３ 呼吸器系 

 ４ 消化器系 

 ５ 泌尿器系・生殖器系 

 ６ 内分泌系 

 ７ 神経系 

 ８ 感覚器系 

  

【各論：脳神経系】（10H） 

１ ニューロンとその働き 

1) ニューロン 

2) 興奮の伝導と伝達 

２ 中枢神経系の解剖 

1) 脊髄 

2) 脳 

3) 伝導路 

4) 髄膜 

5) 脳室と脳脊髄液 

6) 脳の血管系 

３ 末梢神経系の解剖 

1) 脳神経 

2) 脊髄神経 

3) 自律神経系 

４ 中枢神経系のはたらき 

1) 脊髄反射 

2) 延髄・橋 

3) 中脳 

4) 小脳 

5) 間脳 

6) 大脳皮質 

7) 大脳辺縁系 
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4) 神経組織 

 ３ 器官 

1) 中空器官 

2) 実質器官 

 ４ 漿膜と漿膜腔 

Ⅲ人体の器官系 

 １ 筋骨格系 

 ２ 循環器系 

 ３ 呼吸器系 

 ４ 消化器系 

 ５ 泌尿器系・生殖器系 

 ６ 内分泌系 

 ７ 神経系 

 ８ 感覚器系 

  

【各論：脳神経系】（10H） 

１ ニューロンとその働き 

1) ニューロン 

2) 興奮の伝導と伝達 

２ 中枢神経系の解剖 

1) 脊髄 

2) 脳 

3) 伝導路 

4) 髄膜 

5) 脳室と脳脊髄液 

6) 脳の血管系 

３ 末梢神経系の解剖 

1) 脳神経 

2) 脊髄神経 

3) 自律神経系 

４ 中枢神経系のはたらき 

1) 脊髄反射 

2) 延髄・橋 

3) 中脳 

4) 小脳 

5) 間脳 

6) 大脳皮質 

7) 大脳辺縁系 
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石川県立総合看護専門学校 

4) 神経組織 

 ３ 器官 

1) 中空器官 

2) 実質器官 

 ４ 漿膜と漿膜腔 

Ⅲ人体の器官系 

 １ 筋骨格系 

 ２ 循環器系 

 ３ 呼吸器系 

 ４ 消化器系 

 ５ 泌尿器系・生殖器系 

 ６ 内分泌系 

 ７ 神経系 

 ８ 感覚器系 

  

【各論：脳神経系】（10H） 

１ ニューロンとその働き 

1) ニューロン 

2) 興奮の伝導と伝達 

２ 中枢神経系の解剖 

1) 脊髄 

2) 脳 

3) 伝導路 

4) 髄膜 

5) 脳室と脳脊髄液 

6) 脳の血管系 

３ 末梢神経系の解剖 

1) 脳神経 

2) 脊髄神経 

3) 自律神経系 

４ 中枢神経系のはたらき 

1) 脊髄反射 

2) 延髄・橋 

3) 中脳 

4) 小脳 

5) 間脳 

6) 大脳皮質 

7) 大脳辺縁系 

石川県立総合看護専門学校 

8) 大脳基底核 

５ 中枢神経系の活動 

1) 脳波 

2) 睡眠 

3) 条件反射 

６ 自律神経系 

1) 交感神経 

2) 副交感神経 

3) 自律神経系のはたらき 

使用する図書 

看護学入門１巻「人体のしくみと働き」メヂカルフレンド社 

看護学入門６巻「基礎看護：基礎看護技術」メヂカルフレンド社 

「目でみるからだのメカニズム」医学書院 

看護学生プレトレーニング 人体のしくみ メヂカルフレンド社 

看護につなぐ人間の構造と機能，照林社 

評価方法 

「生活からみた

人体」：筆記試験 

（15Hは試験 1H

ふくむ） 

「総論」：レポー

ト 

「各論：脳神経

系」筆記試験 

参考図書 

日本看護協会出版会，看護形態機能学 

ナースが視る人体，医学書院 

受講上の注意 

「生活からみた人体」：入学前のプレトレーニングの学習内容を活用する。 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名  栄養 
時間数 ３５Ｈ 

 （試験１Ｈ含む） 

時期 １年前期 

講義担当者 

外部講師 

（管理栄養士） 

科目のねらい：健康的な食生活と栄養及び健康障害時の栄養について学ぶ。 

授業目標 

１．食生活及び栄養素とその吸収と代謝について学ぶ。 

２．病院食及び食事療法について学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

授業内容 方法 備考 

単元 

Ⅰ 食生活と栄養 

１ 食生活と栄養の意義 

２ 食生活について 

１）食生活の変遷 

２）食生活と健康の保持・増進 

３）食生活と疾病予防 

３ 食事摂取基準 

１）日本人の食事摂取基準 

２）エネルギーの食事摂取基準 

３）栄養素の食事摂取基準 

４）食事摂取基準の活用方法と留意点 

５）たんぱく質の食事摂取基準 

６）脂質の食事摂取基準 

７）炭水化物の食事摂取基準 

８）ビタミンの食事摂取基準 

９）ミネラル・微量元素の食事摂取基準 

10)電解質の食事摂取基準 

４ 栄養素とその代謝 

１）炭水化物 

・糖質の種類 

・でんぷん 

・糖質の消化・吸収と代謝 

・糖質の栄養価と食事摂取基準 

２）脂質 

・脂肪 

講義 
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石川県立総合看護専門学校 

・脂肪の消化・吸収と代謝 

・脂肪の栄養価と食事摂取基準 

３）たんぱく質 

・アミノ酸 

・たんぱく質の種類 

・たんぱく質の消化・吸収と代謝 

・たんぱく質の栄養価と食事摂取基準 

４）水とミネラル 

５）ビタミン 

Ⅱ 食事療法 

 １ 病院食 

１）病院食の種類 

２）病院食の決め方 

３）食事の形態 

４）病院食と配膳 

５）食事と看護 

６）栄養管理プログラム 

 ２ 食事療法 

１）腎臓疾患の食事療法 

２）循環器疾患の食事療法 

３）代謝疾患の食事療法 

４）消化器疾患の食事療法 

５）急性熱性および感染症疾患の食事療法 

６）貧血の食事療法 

７）アレルギー性疾患の食事療法 

８）小児疾患の食事療法 

９）妊娠高血圧症候群の食事療法 

  10) 手術と栄養 

 ３ 特殊栄養法 

１）経管栄養 

２）成分栄養 

３）静脈栄養 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習 

使用する図書 

看護学入門２巻「栄養/薬理」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

（中間・最終） 参考図書 

受講上の注意 
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・脂肪の消化・吸収と代謝 

・脂肪の栄養価と食事摂取基準 

３）たんぱく質 

・アミノ酸 

・たんぱく質の種類 

・たんぱく質の消化・吸収と代謝 

・たんぱく質の栄養価と食事摂取基準 

４）水とミネラル 

５）ビタミン 

Ⅱ 食事療法 

 １ 病院食 

１）病院食の種類 

２）病院食の決め方 

３）食事の形態 

４）病院食と配膳 

５）食事と看護 

６）栄養管理プログラム 

 ２ 食事療法 

１）腎臓疾患の食事療法 

２）循環器疾患の食事療法 

３）代謝疾患の食事療法 

４）消化器疾患の食事療法 

５）急性熱性および感染症疾患の食事療法 

６）貧血の食事療法 

７）アレルギー性疾患の食事療法 

８）小児疾患の食事療法 

９）妊娠高血圧症候群の食事療法 

  10) 手術と栄養 

 ３ 特殊栄養法 

１）経管栄養 

２）成分栄養 

３）静脈栄養 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習 

使用する図書 

看護学入門２巻「栄養/薬理」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

（中間・最終） 参考図書 

受講上の注意 
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・脂肪の消化・吸収と代謝 

・脂肪の栄養価と食事摂取基準 

３）たんぱく質 

・アミノ酸 

・たんぱく質の種類 

・たんぱく質の消化・吸収と代謝 

・たんぱく質の栄養価と食事摂取基準 

４）水とミネラル 

５）ビタミン 

Ⅱ 食事療法 

 １ 病院食 

１）病院食の種類 

２）病院食の決め方 

３）食事の形態 

４）病院食と配膳 

５）食事と看護 

６）栄養管理プログラム 

 ２ 食事療法 

１）腎臓疾患の食事療法 

２）循環器疾患の食事療法 

３）代謝疾患の食事療法 

４）消化器疾患の食事療法 

５）急性熱性および感染症疾患の食事療法 

６）貧血の食事療法 

７）アレルギー性疾患の食事療法 

８）小児疾患の食事療法 

９）妊娠高血圧症候群の食事療法 

  10) 手術と栄養 

 ３ 特殊栄養法 

１）経管栄養 

２）成分栄養 

３）静脈栄養 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理実習 

使用する図書 

看護学入門２巻「栄養/薬理」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

（中間・最終） 参考図書 

受講上の注意 
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科目名  薬理Ⅱ 
時間数 ３５Ｈ 

 （試験１Ｈ含む） 

時期 ２年前期 

     ～後期 

講義担当者 

専任教員 

科目のねらい・授業目標 

１．疾患別に使用する薬物を理解し、看護の現場で注意すべきポイントについて学ぶ。 

２．医療事故を起こさないための防止策を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

授業内容 方法 備考 

Ⅰ 薬物療法と看護 （20H） 

 １ 安全な与薬に必要な知識 

1) 看護職員が特に注意すべき情報 

2) 与薬時に注意すべき項目 

 ２ 疾患別に使用する薬物と看護のポイント 

1) 脳神経疾患 

2) 代謝・内分泌疾患 

3) 膠原病・感染症 

4) 循環器疾患 

5) 血液・造血器疾患 

6) 呼吸器疾患 

7) 消化器疾患 

8) 腎・泌尿器疾患 

9) 女性生殖器疾患 

10) 悪性腫瘍 

 ３ 演習（事例でみる有害作用への対応） 

Ⅱ 薬物をめぐる医療安全  （15H） 

 １ 薬物に関する医療事故 

 ２ 病院内で起こりやすい事故と防止策 

 ３ 外来・在宅で起こりやすい事故と防止策 

 ４ 臨床現場で起こり得る事例 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

薬物投与におけ

る安全の視点か

らの看護を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

使用する図書 

  看護学入門 2巻「栄養/薬理」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

参考図書 

  医療安全ワークブック，医学書院 

受講上の注意 

  薬理Ⅰで学習した内容を復習し、準備する。 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名  薬理Ⅱ 
時間数 ３５Ｈ 

 （試験１Ｈ含む） 

時期 ２年前期 

     ～後期 

講義担当者 

専任教員 

科目のねらい・授業目標 

１．疾患別に使用する薬物を理解し、看護の現場で注意すべきポイントについて学ぶ。 

２．医療事故を起こさないための防止策を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

授業内容 方法 備考 

Ⅰ 薬物療法と看護 （20H） 

 １ 安全な与薬に必要な知識 

1) 看護職員が特に注意すべき情報 

2) 与薬時に注意すべき項目 

 ２ 疾患別に使用する薬物と看護のポイント 

1) 脳神経疾患 

2) 代謝・内分泌疾患 

3) 膠原病・感染症 

4) 循環器疾患 

5) 血液・造血器疾患 

6) 呼吸器疾患 

7) 消化器疾患 

8) 腎・泌尿器疾患 

9) 女性生殖器疾患 

10) 悪性腫瘍 

 ３ 演習（事例でみる有害作用への対応） 

Ⅱ 薬物をめぐる医療安全  （15H） 

 １ 薬物に関する医療事故 

 ２ 病院内で起こりやすい事故と防止策 

 ３ 外来・在宅で起こりやすい事故と防止策 

 ４ 臨床現場で起こり得る事例 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

薬物投与におけ

る安全の視点か

らの看護を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

使用する図書 

  看護学入門 2巻「栄養/薬理」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

参考図書 

  医療安全ワークブック，医学書院 

受講上の注意 

  薬理Ⅰで学習した内容を復習し、準備する。 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名  薬理Ⅱ 
時間数 ３５Ｈ 

 （試験１Ｈ含む） 

時期 ２年前期 

     ～後期 

講義担当者 

専任教員 

科目のねらい・授業目標 

１．疾患別に使用する薬物を理解し、看護の現場で注意すべきポイントについて学ぶ。 

２．医療事故を起こさないための防止策を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

授業内容 方法 備考 

Ⅰ 薬物療法と看護 （20H） 

 １ 安全な与薬に必要な知識 

1) 看護職員が特に注意すべき情報 

2) 与薬時に注意すべき項目 

 ２ 疾患別に使用する薬物と看護のポイント 

1) 脳神経疾患 

2) 代謝・内分泌疾患 

3) 膠原病・感染症 

4) 循環器疾患 

5) 血液・造血器疾患 

6) 呼吸器疾患 

7) 消化器疾患 

8) 腎・泌尿器疾患 

9) 女性生殖器疾患 

10) 悪性腫瘍 

 ３ 演習（事例でみる有害作用への対応） 

Ⅱ 薬物をめぐる医療安全  （15H） 

 １ 薬物に関する医療事故 

 ２ 病院内で起こりやすい事故と防止策 

 ３ 外来・在宅で起こりやすい事故と防止策 

 ４ 臨床現場で起こり得る事例 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演習 

薬物投与におけ

る安全の視点か

らの看護を学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

使用する図書 

  看護学入門 2巻「栄養/薬理」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

参考図書 

  医療安全ワークブック，医学書院 

受講上の注意 

  薬理Ⅰで学習した内容を復習し、準備する。 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名  疾病の成り立ちⅡ 
時間数 ３５Ｈ 

感染と予防Ⅰ 20H 

感染と予防Ⅱ 15H 

     （試験 1H含む） 

時期 1年前期 

講義担当者 

外部講師 （Ⅰ） 

専任教員 （Ⅱ）  

科目のねらい・授業目標 

１．微生物の中で、病原微生物法について、形態、培養方法、引き起こされる疾患、予防と治療法を

学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

授業内容 方法 備考 

感染と予防Ⅰ （20H） 

［感染と予防］ 

１ 微生物の基礎 

２ 微生物と感染 

３ 感染症法・検疫法 

４ 感染予防 

５ 感染症の検査・診断 

６ 感染症の治療 

７ 感染症の診断に利用される免疫学的検査 

［感染症の原因となる病原微生物］ 

１ 細菌 

２ ウイルス 

３ 真菌 

４ 原虫 

５ ブリオン 

 

感染と予防Ⅱ （15H） 

１ 感染制御 

２ 環境の微生物 

講義  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用する図書 

看護学入門 3「疾病の成り立ち」メヂカルフレンド社 

評価方法 

筆記試験 

参考図書 

看護学入門６ 基礎看護Ⅱ 感染予防の技術 

 

受講上の注意 

基礎看護技術Ⅶ 安全と感染予防の基礎知識として学習すること 

基礎看護技術Ⅲ 環境 環境調整の基礎知識として学習すること 
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専門分野
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基　礎　看　護
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 

看護概論Ⅱ 

（看護活動をとりまく環境・システム 

  フィールドワーク地域の生活環境） 

 

時間数 ２３Ｈ 

   （試験１Ｈ含） 

時期 １年後期 

 

講義担当者 

 

教務主任 

科目のねらい・授業目標 

 ・組織における看護体制について学ぶ。 

 ・地域における看護の在りようを知る。 

 ・医療安全に関する基礎知識を学ぶ。 

 ・職業としての看護師の業務と責任範囲について学ぶ。 

 ・保健医療福祉がどのように看護にかかわっているかを学ぶ。 

 

DPとの関連 

 ＤＰ１ 対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ７ チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 

授業内容 方法 備考 

１．病院組織と看護体制     （12Ｈ） 

２．医療安全と看護 

３．職業と看護 

４．保健医療福祉のしくみと看護 

５．学校周辺の地域の探索     (10Ｈ) 

  地域で生活する人々がどのような生活環境で生活している 

  かを調査する。 

   暮らしに必要な施設、店舗 

   地域の環境 

   交通状況 等 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義 

 

 

 

 ＧＷ 

 発表 

居住地周辺の保

健医療福祉施設

について事前に

調べる 

 

鞍月校下の探索 

・暮らしに必要 

 な店舗・施設 

・交通アクセス 

・環境 

上記について 

グループで協力 

して調査 

 

調査内容は 

整理して発表 

 

上記を今後の 

地域と繋げた 

対象の理解や 

看護に活用して 

いく  
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 

看護概論Ⅱ 

（看護活動をとりまく環境・システム 

  フィールドワーク地域の生活環境） 

 

時間数 ２３Ｈ 

   （試験１Ｈ含） 

時期 １年後期 

 

講義担当者 

 

教務主任 

科目のねらい・授業目標 

 ・組織における看護体制について学ぶ。 

 ・地域における看護の在りようを知る。 

 ・医療安全に関する基礎知識を学ぶ。 

 ・職業としての看護師の業務と責任範囲について学ぶ。 

 ・保健医療福祉がどのように看護にかかわっているかを学ぶ。 

 

DPとの関連 

 ＤＰ１ 対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ７ チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 

授業内容 方法 備考 

１．病院組織と看護体制     （12Ｈ） 

２．医療安全と看護 

３．職業と看護 

４．保健医療福祉のしくみと看護 

５．学校周辺の地域の探索     (10Ｈ) 

  地域で生活する人々がどのような生活環境で生活している 

  かを調査する。 

   暮らしに必要な施設、店舗 

   地域の環境 

   交通状況 等 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義 

 

 

 

 ＧＷ 

 発表 

居住地周辺の保

健医療福祉施設

について事前に

調べる 

 

鞍月校下の探索 

・暮らしに必要 

 な店舗・施設 

・交通アクセス 

・環境 

上記について 

グループで協力 

して調査 

 

調査内容は 

整理して発表 

 

上記を今後の 

地域と繋げた 

対象の理解や 

看護に活用して 

いく  
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 

看護概論Ⅱ 

（看護活動をとりまく環境・システム 

  フィールドワーク地域の生活環境） 

 

時間数 ２３Ｈ 

   （試験１Ｈ含） 

時期 １年後期 

 

講義担当者 

 

教務主任 

科目のねらい・授業目標 

 ・組織における看護体制について学ぶ。 

 ・地域における看護の在りようを知る。 

 ・医療安全に関する基礎知識を学ぶ。 

 ・職業としての看護師の業務と責任範囲について学ぶ。 

 ・保健医療福祉がどのように看護にかかわっているかを学ぶ。 

 

DPとの関連 

 ＤＰ１ 対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ７ チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 

授業内容 方法 備考 

１．病院組織と看護体制     （12Ｈ） 

２．医療安全と看護 

３．職業と看護 

４．保健医療福祉のしくみと看護 

５．学校周辺の地域の探索     (10Ｈ) 

  地域で生活する人々がどのような生活環境で生活している 

  かを調査する。 

   暮らしに必要な施設、店舗 

   地域の環境 

   交通状況 等 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義 

 

 

 

 ＧＷ 

 発表 

居住地周辺の保

健医療福祉施設

について事前に

調べる 

 

鞍月校下の探索 

・暮らしに必要 

 な店舗・施設 

・交通アクセス 

・環境 

上記について 

グループで協力 

して調査 

 

調査内容は 

整理して発表 

 

上記を今後の 

地域と繋げた 

対象の理解や 

看護に活用して 

いく  

石川県立総合看護専門学校 

 評価方法 

 

レポート 

提出物 

筆記テスト 

使用する図書 

メヂカルフレンド社 看護学入門５ 基礎看護Ⅰ 

 

参考図書 

 

 

受講上の注意 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 基礎看護技術Ⅰ（基本技術１） 

（患者の心理の理解とかかわり方・コミュニケーション） 

時間数 

1－ 6 １２Ｈ 

7－12 １２Ｈ 

時期 

１年前期 

講義担当者 

 １-６ 専任教員 

７-12 外部講師 

 

科目のねらい・授業目標 

① 看護におけるコミュニケーションとは何かを学び、対人技法としての自己のコミュニケーション

を考える方法として、プロセスレコードについて学ぶ 

② 患者の心理の理解を踏まえ、患者の思いに近づくための方法としてのコミュニケーション技術 

を学ぶ 

③ 各状況における患者の心理を学び、関わりの実際を考える 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある 

ＤＰ２：対象に関心をよせ、身体的・精神的変化に気づける 

ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる 

ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる 

ＤＰ６：自己の課題に謙虚に取り組み、振り返りができる 

ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる 

ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる 

授業内容 方法 備考 

１ 人の心理と心の健康 

１）患者の心理を理解するための基本 

２）心の健康とは 

３）心とストレス 

２ 患者の心理の理解 

３ 経過別にみた患者の心理 

４ 治療を受ける患者の心理 

５ 療養の場から見た患者の心理 

６ 医療従事者の心理 

 

７ コミュニケーション 

１）コミュニケーションの意義  

２）コミュニケーションの種類 

３）コミュニケーションの構成要素 

８-９ より良いコミュニケーションの方法 

１）患者-看護師関係の発展段階 

２）発展させる治療的コミュニケーション技術 

３）コミュニケーションの影響因子 

講義 

 

 

 

 

事例検討 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

講義 

ロールプレイ 

 

 

 

 

 

 

 

事例を通して患者・

家族の心理状態を整

理し、かかわり方を

考える 
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石川県立総合看護専門学校 

10－12 患者の思いに近づくための方法 

１）内的理解のための聞き方・話し方 

２）コミュニケーション技術の訓練と記録（プロセスレコード） 

 

 

 

講義 

ロールプレイ 

 

 

プロセスレコードを

記載する 

使用する図書 

看護学入門６ 基礎看護Ⅱ 

評価方法 

1－6 

7－12 

それぞれに 

筆記試験 

参考図書 

看護学入門５ 基礎看護Ⅰ， 看護学入門７ 基礎看護Ⅲ 

受講上の注意 

看護概論Ⅰでの学習内容（患者の心理）確認 

臨床看護概論Ⅰに繋げられるよう学習する 
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石川県立総合看護専門学校 

10－12 患者の思いに近づくための方法 

１）内的理解のための聞き方・話し方 

２）コミュニケーション技術の訓練と記録（プロセスレコード） 

 

 

 

講義 

ロールプレイ 

 

 

プロセスレコードを

記載する 

使用する図書 

看護学入門６ 基礎看護Ⅱ 

評価方法 

1－6 

7－12 

それぞれに 

筆記試験 

参考図書 

看護学入門５ 基礎看護Ⅰ， 看護学入門７ 基礎看護Ⅲ 

受講上の注意 

看護概論Ⅰでの学習内容（患者の心理）確認 

臨床看護概論Ⅰに繋げられるよう学習する 
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石川県立総合看護専門学校 

10－12 患者の思いに近づくための方法 

１）内的理解のための聞き方・話し方 

２）コミュニケーション技術の訓練と記録（プロセスレコード） 

 

 

 

講義 

ロールプレイ 

 

 

プロセスレコードを

記載する 

使用する図書 

看護学入門６ 基礎看護Ⅱ 

評価方法 

1－6 

7－12 

それぞれに 

筆記試験 

参考図書 

看護学入門５ 基礎看護Ⅰ， 看護学入門７ 基礎看護Ⅲ 

受講上の注意 

看護概論Ⅰでの学習内容（患者の心理）確認 

臨床看護概論Ⅰに繋げられるよう学習する 
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石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅲ（日常生活援助１） 

① 環境 

時間数 ２２Ｈ 

 20＋2Ｈ 

時期 

 １年前期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・健康にとって環境調整の意義を理解し、環境調整の方法を学ぶ。 

 ・患者が身体的・精神的に安全安楽に生活できるように病床を整えることができる。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

１．人間の健康と環境調整の意義 

 １）環境とは      

２）住環境 

２．患者を取り巻く環境の調整 

３．病院・病床における生活環境 

 １）病院   

２）病棟   

３）病床 

４．病床の整備 

 １）ベッドメーキング 

 ２）日常の病床の整理 

 ３）臥床患者の環境調整 

  (1)シーツ交換 

  (2)環境整備 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

学内演習 

・ベッドメーキ

ング、臥床患者

のシーツ交換 

 

 

使用する図書 

看護学入門 ６ 基礎看護Ⅱ メヂカルフレンド社 

 看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 

評価方法 

 筆記試験 

     60％ 

 技術試験 

     40％ 

 

参考図書   看護覚え書 

受講上の注意 
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石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅲ（日常生活援助１） 

② 活動と休息 姿勢と体位 

時間数 ２２Ｈ 

 20＋2Ｈ 

時期 

 １年前期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・活動と休息の基礎知識と援助方法を学ぶ。 

 ・安楽な姿勢と体位・安全な移動の基礎知識と援助技術を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

【活動と休息】 

１．活動と休息 

 １）活動の意義       ３）患者の運動 

 ２）運動の重要性      ４）精神的活動 

２．安静 

 １）安静の意義       ３）安静の種類 

 ２）安静の目的       ４）安静への援助 

３．睡眠 

 １）睡眠と覚醒のリズム、睡眠時間 

 ２）睡眠の分類 

 ３）睡眠中の声帯の変化 

 ４）睡眠の型 

 ５）睡眠を妨げる因子 

 ６）安眠への援助 

 

【姿勢と体位】 

１．姿勢の種類 

２．主な体位 

３．看護におけるボディメカニクス 

 １）ボディメカニクスの目的 

  

講義 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 60 －



石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅲ（日常生活援助１） 

② 活動と休息 姿勢と体位 

時間数 ２２Ｈ 

 20＋2Ｈ 

時期 

 １年前期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・活動と休息の基礎知識と援助方法を学ぶ。 

 ・安楽な姿勢と体位・安全な移動の基礎知識と援助技術を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

【活動と休息】 

１．活動と休息 

 １）活動の意義       ３）患者の運動 

 ２）運動の重要性      ４）精神的活動 

２．安静 

 １）安静の意義       ３）安静の種類 

 ２）安静の目的       ４）安静への援助 

３．睡眠 

 １）睡眠と覚醒のリズム、睡眠時間 

 ２）睡眠の分類 

 ３）睡眠中の声帯の変化 

 ４）睡眠の型 

 ５）睡眠を妨げる因子 

 ６）安眠への援助 

 

【姿勢と体位】 

１．姿勢の種類 

２．主な体位 

３．看護におけるボディメカニクス 

 １）ボディメカニクスの目的 

  

講義 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 
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石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅲ（日常生活援助１） 

② 活動と休息 姿勢と体位 

時間数 ２２Ｈ 

 20＋2Ｈ 

時期 

 １年前期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・活動と休息の基礎知識と援助方法を学ぶ。 

 ・安楽な姿勢と体位・安全な移動の基礎知識と援助技術を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

【活動と休息】 

１．活動と休息 

 １）活動の意義       ３）患者の運動 

 ２）運動の重要性      ４）精神的活動 

２．安静 

 １）安静の意義       ３）安静の種類 

 ２）安静の目的       ４）安静への援助 

３．睡眠 

 １）睡眠と覚醒のリズム、睡眠時間 

 ２）睡眠の分類 

 ３）睡眠中の声帯の変化 

 ４）睡眠の型 

 ５）睡眠を妨げる因子 

 ６）安眠への援助 

 

【姿勢と体位】 

１．姿勢の種類 

２．主な体位 

３．看護におけるボディメカニクス 

 １）ボディメカニクスの目的 

  

講義 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立総合看護専門学校 
 

 ２）基本的姿勢の原則及び注意事項 

４．体位変換 

 １）仰臥位から側臥位 

 ２）仰臥位から端座位 

 ３）水平移動、上方移動 

５．移動・移送 

 １）ベッドからの移動（車椅子、ストレッチャー） 

２）車椅子による移送 

 ３）ストレッチャー（輸送車）による移送 

４）歩行補助具を利用した歩行介助（杖、歩行器） 

６．安楽 

 １）患者の安楽 

 ２）褥瘡の予防 

  （1）褥瘡発生のメカニズム 

  （2）褥瘡の予防法 

  （3）褥瘡の手当 

 

学内演習 

・体位変換、安

楽な体位の工夫 

 

学内演習 

・移動・移送：車

椅子、ストレッ

チャー  

・歩行介助：杖

歩行、歩行器 

 

 

 

 

使用する図書 

 看護学入門６ 基礎看護Ⅱ メヂカルフレンド社 

 看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 

評価方法 

 筆記試験 

     60％ 

 技術試験 

     40％ 

 

参考図書 

 

 

受講上の注意 
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石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅳ（日常生活援助２） 

     衣服・清潔 

時間数 ３４Ｈ 

 32＋2Ｈ 

時期 

１年前期～１年後期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・衣服に関する基礎知識を学び、寝衣交換の基本的な援助技術ができる。 

 ・身体の清潔に関する基礎知識を学び、基本的な援助技術ができる。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

【衣服】 

１．衣服の機能 

 １）保健衛生的機能 

 ２）社会生活上の機能 

 ３）健康と衣服 

 ４）患者の寝衣（病衣） 

２．寝衣交換 

 １）注意事項 

 ２）病衣交換 

 

【清潔】 

１．清潔の意義 

２．口腔の清潔 

 １）口腔の清潔の意義、目的 

 ２）口腔の清潔の方法 

３．皮膚の清潔 

 １）皮膚の構造と機能 

 ２）入浴の目的と注意事項 

 ３）シャワー浴 

 ４）清拭 

  

講義 

  

 

 

 

学内演習 

・寝衣交換 

 

 

 

講義 

学内演習 

・口腔の清潔法 

 

学内演習 

・全身清拭 

・足浴 

・陰部洗浄 
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石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅳ（日常生活援助２） 

     衣服・清潔 

時間数 ３４Ｈ 

 32＋2Ｈ 

時期 

１年前期～１年後期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・衣服に関する基礎知識を学び、寝衣交換の基本的な援助技術ができる。 

 ・身体の清潔に関する基礎知識を学び、基本的な援助技術ができる。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

【衣服】 

１．衣服の機能 

 １）保健衛生的機能 

 ２）社会生活上の機能 

 ３）健康と衣服 

 ４）患者の寝衣（病衣） 

２．寝衣交換 

 １）注意事項 

 ２）病衣交換 

 

【清潔】 

１．清潔の意義 

２．口腔の清潔 

 １）口腔の清潔の意義、目的 

 ２）口腔の清潔の方法 

３．皮膚の清潔 

 １）皮膚の構造と機能 

 ２）入浴の目的と注意事項 

 ３）シャワー浴 

 ４）清拭 

  

講義 

  

 

 

 

学内演習 

・寝衣交換 

 

 

 

講義 

学内演習 

・口腔の清潔法 

 

学内演習 

・全身清拭 

・足浴 

・陰部洗浄 
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石川県立総合看護専門学校 
 

科目名 基礎看護技術Ⅳ（日常生活援助２） 

     衣服・清潔 

時間数 ３４Ｈ 

 32＋2Ｈ 

時期 

１年前期～１年後期 

講義担当者 

 専任教員 

科目のねらい・授業目標 

 ・衣服に関する基礎知識を学び、寝衣交換の基本的な援助技術ができる。 

 ・身体の清潔に関する基礎知識を学び、基本的な援助技術ができる。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

 ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

 ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

 ＤＰ４：基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

 ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

 ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

 ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

 ＤＰ８：専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

【衣服】 

１．衣服の機能 

 １）保健衛生的機能 

 ２）社会生活上の機能 

 ３）健康と衣服 

 ４）患者の寝衣（病衣） 

２．寝衣交換 

 １）注意事項 

 ２）病衣交換 

 

【清潔】 

１．清潔の意義 

２．口腔の清潔 

 １）口腔の清潔の意義、目的 

 ２）口腔の清潔の方法 

３．皮膚の清潔 

 １）皮膚の構造と機能 

 ２）入浴の目的と注意事項 

 ３）シャワー浴 

 ４）清拭 

  

講義 

  

 

 

 

学内演習 

・寝衣交換 

 

 

 

講義 

学内演習 

・口腔の清潔法 

 

学内演習 

・全身清拭 

・足浴 

・陰部洗浄 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立総合看護専門学校 
 

  （1）全身清拭 

  （2）部分清拭 

 ５）部分浴 

４．頭皮と頭髪の清潔 

 １）毛髪の構造と機能 

 ２）臥床患者の洗髪 

 ３）結髪法 

５．朝夕のケア 

 

 

 

学内演習 

・ケリーパッド

による洗髪 

演習 

・洗髪車の取り

扱い 

使用する図書 

 看護学入門 6 基礎看護Ⅱ  メヂカルフレンド社 

 看護がみえる vol.１ 基礎看護技術 

 

評価方法 

 筆記試験 

     60％ 

 技術試験 

     40％ 

 

参考図書 

 看護技術ベーシックス サイオ出版 

 

受講上の注意 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名 

臨 床 看 護 概 論 

【 臨 床 看 護 概 論 Ⅲ 】 

時間数：３４Ｈ 

時期：２年前期 

     ～後期 

外部講師（２h×２） 

講義担当者： 

外部講師（ＭＥ器機 

    訪問看護） 

専任教員 

科目のねらい・授業目標 

１．臨床で行われる治療・処置の特徴と、それに伴う看護について学ぶ。 

２．継続看護の意義と概要を学ぶ。 

ＤＰとの関連： 

ＤＰ１．対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２．対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

ＤＰ３．対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

ＤＰ４．基本的な日常生活援助技術、診療の補助技術ができる。 

ＤＰ５．対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

ＤＰ６．振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

ＤＰ７．チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

ＤＰ８．専門職としての必要な学習が継続できる。 

授業内容 方法 備考 

Ⅰ．治療・処置に伴う看護 （30Ｈ） 

１．安静療法を受ける患者の看護 

 １）安静療法の目的と意義 

 ２）安静療法の特徴 

 ３）安静療法が患者の生活に与える影響 

 ４）安静療法を受ける患者への援助 

２．食事療法を受ける患者の看護 

 １）食事療法の目的と意義 

 ２）食事療法の特徴 

 ３）食事療法が患者の生活に与える影響 

 ４）食事療法を受ける患者への援助 

３．薬物療法を受ける患者の看護 

１）薬物療法の目的と意義 

 ２）薬物療法の特徴 

 ３）薬物療法が患者の生活に与える影響 

 ４）薬物療法を受ける患者への援助 

４．輸液療法を受ける患者の看護 

１）輸液療法の目的と意義 

 ２）輸液療法の特徴 

 ３）輸液療法が患者の生活に与える影響 

 ４）輸液療法を受ける患者への援助 

 

講義（事例を用

いて展開する） 

 

 

 

講義（事例を用

いて展開する） 

 

 

 

講義（事例を用

いて展開する） 

 

 

 

講義 

輸液ポンプのデ

モンストレーシ

ョン 

 

治療を受けなが

ら生活する患者

をどのように支

援するかを教授

する。 

 

食生活と栄養 

治療法概説/食

事療法 

 

 

薬理 

治療法概説/薬

物療法 

 

 

治療法概説/輸

液療法 
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５．放射線療法を受ける患者の看護 

 １）放射線療法の目的と意義 

 ２）放射線療法の特徴 

 ３）放射線療法が患者の生活に与える影響 

 ４）放射線療法を受ける患者への援助 

６．手術療法を受ける患者の看護 

 １）手術療法の目的と意義 

 ２）術前患者の看護 

 ３）術中患者の看護 

 ４）術後患者の看護 

７．救急処置を受ける患者の看護 

 １）救急処置の目的と意義 

 ２）救急処置の方法 

 ３）救急患者・家族の特徴と援助 

 ４）ショックへの対応 

 ５）出血に対する処置 

 ６）救急医療体制 

８．ＩＣＵの看護 

 １）ＩＣＵ看護の目的と意義 

 ２）ＩＣＵ看護の特徴 

 ３）ＩＣＵに入室する患者・家族の理解 

 ４）ＩＣＵ看護の実際 

 ９．ＭＥ機器の対応 

 

Ⅱ．継続看護 （４Ｈ） 

１．継続看護 

２．多様な場における看護 

 ３．地域包括ケアシステム 

 ４．訪問看護の実際（２Ｈ） 

 

講義 

 

 

 

 

講義（事例を用

いて展開する） 

演習：術後一病

日目の観察 

 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

訪問看護師の講

義 

治療法概説/放

射線療法 

 

 

 

治療法概説/手

術療法 

 

 

 

一次救命処置は

kanazawa―FAST

講習受講 

（半日６日） 

又は学内演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシ

ステムの実際に

ついては老年看

護Ⅱで説明を受

ける 

使用する図書：看護学入門７巻「基礎看護Ⅲ：臨床看護概論/特論：治療法概説」メヂカ

ルフレンド社 

評価方法： 

筆記試験 

参考図書： 

 

 

受講上の注意： 
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５．放射線療法を受ける患者の看護 

 １）放射線療法の目的と意義 

 ２）放射線療法の特徴 

 ３）放射線療法が患者の生活に与える影響 

 ４）放射線療法を受ける患者への援助 

６．手術療法を受ける患者の看護 

 １）手術療法の目的と意義 

 ２）術前患者の看護 

 ３）術中患者の看護 

 ４）術後患者の看護 

７．救急処置を受ける患者の看護 

 １）救急処置の目的と意義 

 ２）救急処置の方法 

 ３）救急患者・家族の特徴と援助 

 ４）ショックへの対応 

 ５）出血に対する処置 

 ６）救急医療体制 

８．ＩＣＵの看護 

 １）ＩＣＵ看護の目的と意義 

 ２）ＩＣＵ看護の特徴 

 ３）ＩＣＵに入室する患者・家族の理解 

 ４）ＩＣＵ看護の実際 

 ９．ＭＥ機器の対応 

 

Ⅱ．継続看護 （４Ｈ） 

１．継続看護 

２．多様な場における看護 

 ３．地域包括ケアシステム 

 ４．訪問看護の実際（２Ｈ） 

 

講義 

 

 

 

 

講義（事例を用

いて展開する） 

演習：術後一病

日目の観察 

 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

訪問看護師の講

義 

治療法概説/放

射線療法 

 

 

 

治療法概説/手

術療法 

 

 

 

一次救命処置は

kanazawa―FAST

講習受講 

（半日６日） 

又は学内演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシ

ステムの実際に

ついては老年看

護Ⅱで説明を受

ける 

使用する図書：看護学入門７巻「基礎看護Ⅲ：臨床看護概論/特論：治療法概説」メヂカ

ルフレンド社 

評価方法： 

筆記試験 

参考図書： 

 

 

受講上の注意： 
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５．放射線療法を受ける患者の看護 

 １）放射線療法の目的と意義 
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 ３）放射線療法が患者の生活に与える影響 

 ４）放射線療法を受ける患者への援助 

６．手術療法を受ける患者の看護 

 １）手術療法の目的と意義 

 ２）術前患者の看護 

 ３）術中患者の看護 

 ４）術後患者の看護 

７．救急処置を受ける患者の看護 

 １）救急処置の目的と意義 

 ２）救急処置の方法 

 ３）救急患者・家族の特徴と援助 

 ４）ショックへの対応 

 ５）出血に対する処置 

 ６）救急医療体制 

８．ＩＣＵの看護 

 １）ＩＣＵ看護の目的と意義 

 ２）ＩＣＵ看護の特徴 

 ３）ＩＣＵに入室する患者・家族の理解 

 ４）ＩＣＵ看護の実際 

 ９．ＭＥ機器の対応 

 

Ⅱ．継続看護 （４Ｈ） 

１．継続看護 

２．多様な場における看護 

 ３．地域包括ケアシステム 

 ４．訪問看護の実際（２Ｈ） 

 

講義 

 

 

 

 

講義（事例を用

いて展開する） 

演習：術後一病

日目の観察 

 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

 

 

 

講義 

 

 

 

訪問看護師の講

義 

治療法概説/放

射線療法 

 

 

 

治療法概説/手

術療法 

 

 

 

一次救命処置は

kanazawa―FAST

講習受講 

（半日６日） 

又は学内演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシ

ステムの実際に

ついては老年看

護Ⅱで説明を受

ける 

使用する図書：看護学入門７巻「基礎看護Ⅲ：臨床看護概論/特論：治療法概説」メヂカ

ルフレンド社 

評価方法： 

筆記試験 

参考図書： 

 

 

受講上の注意： 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名  精神看護Ⅱ 
時間数 ３０Ｈ 

時期 ２年前期 

 

講義担当者 

外部講師 

(専任教員) 

科目のねらい・授業目標 

１．精神障害者の看護の基本、精神科医療の実際と福祉的視点、精神科看護の場面ごとの患者への看

護を学ぶ。 

２．精神障害者の主要症状とその看護および治療の援助について学ぶ。 

３．看護師、患者関係の治療的意義と自己洞察の必要性を認識し、対象への接近の技術を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

授業内容 方法 備考 

１． 精神障害者の看護    （20H） 

 

１） 精神障害の見方とコミュニケーション 

（１）精神障害の見方 

（２）精神障害者とのコミュニケーション 

 

 ２） 精神障害者看護の基本 

（１）看護の基本 

（２） 患者―看護師関係 

（３） 観察 

（４） 精神科看護における記録 

 ３）精神科医療の実際と福祉的視点 

（１） 精神科医療の実際 

（２） 看護援助における福祉的視点 

 ４）精神科看護の場とその看護 

   （１）通院治療場面での看護 

   （２）入院治療場面での看護 

   （３）社会生活場面での看護 

 ５）経過と看護 

   （１）症状の現れ方と観察 

   （２）急性期の症状と看護 

   （３）慢性期の症状と看護 

講義 
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石川県立総合看護専門学校 

科目名  精神看護Ⅱ 
時間数 ３０Ｈ 

時期 ２年前期 

 

講義担当者 

外部講師 

(専任教員) 

科目のねらい・授業目標 

１．精神障害者の看護の基本、精神科医療の実際と福祉的視点、精神科看護の場面ごとの患者への看

護を学ぶ。 

２．精神障害者の主要症状とその看護および治療の援助について学ぶ。 

３．看護師、患者関係の治療的意義と自己洞察の必要性を認識し、対象への接近の技術を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

授業内容 方法 備考 

１． 精神障害者の看護    （20H） 

 

１） 精神障害の見方とコミュニケーション 

（１）精神障害の見方 

（２）精神障害者とのコミュニケーション 

 

 ２） 精神障害者看護の基本 

（１）看護の基本 

（２） 患者―看護師関係 

（３） 観察 

（４） 精神科看護における記録 

 ３）精神科医療の実際と福祉的視点 

（１） 精神科医療の実際 

（２） 看護援助における福祉的視点 

 ４）精神科看護の場とその看護 

   （１）通院治療場面での看護 

   （２）入院治療場面での看護 

   （３）社会生活場面での看護 

 ５）経過と看護 

   （１）症状の現れ方と観察 

   （２）急性期の症状と看護 

   （３）慢性期の症状と看護 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 122 －

石川県立総合看護専門学校 

科目名  精神看護Ⅱ 
時間数 ３０Ｈ 

時期 ２年前期 

 

講義担当者 

外部講師 

(専任教員) 

科目のねらい・授業目標 

１．精神障害者の看護の基本、精神科医療の実際と福祉的視点、精神科看護の場面ごとの患者への看

護を学ぶ。 

２．精神障害者の主要症状とその看護および治療の援助について学ぶ。 

３．看護師、患者関係の治療的意義と自己洞察の必要性を認識し、対象への接近の技術を学ぶ。 

DPとの関連 

ＤＰ１：対象を生活する人として理解するための基礎的知識がある。 

ＤＰ２：対象に関心を寄せ、身体的・精神的変化に気づける。 

ＤＰ３：対象と信頼関係を築くための努力を行い必要なコミュニケーションがとれる。 

ＤＰ５：対象の思いを真摯に受け止め誠実な対応ができる。 

ＤＰ６：振り返りを行い、自己の課題に謙虚に取り組める。 

ＤＰ７：チームの一員としての准看護師の役割が認識できる。 

授業内容 方法 備考 

１． 精神障害者の看護    （20H） 

 

１） 精神障害の見方とコミュニケーション 

（１）精神障害の見方 

（２）精神障害者とのコミュニケーション 

 

 ２） 精神障害者看護の基本 

（１）看護の基本 

（２） 患者―看護師関係 

（３） 観察 

（４） 精神科看護における記録 

 ３）精神科医療の実際と福祉的視点 

（１） 精神科医療の実際 

（２） 看護援助における福祉的視点 

 ４）精神科看護の場とその看護 

   （１）通院治療場面での看護 

   （２）入院治療場面での看護 

   （３）社会生活場面での看護 

 ５）経過と看護 

   （１）症状の現れ方と観察 

   （２）急性期の症状と看護 

   （３）慢性期の症状と看護 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県立総合看護専門学校 

 

 ６）症状と看護 

  （１）疾患による症状の理解 

  （２）主な症状と看護 

 

 ７）治療に伴う援助 

  （１）薬物療法と看護 

  （２）電気けいれん療法と看護 

  （３）精神療法時の看護 

  （４）社会復帰療法（生活療法）と看護 

 

２．精神障害患者の看護（精神看護援助演習）(10Ｈ) 

  １）精神障害患者の理解とコミュニケーションの意義 

                        方法 

２）看護場面の振り返りと自己評価の方法 

＜講義展開例＞ 

1) 文献学習 

精神障害者およびその家族の体験記を読み、心を病むこと

の意味やその人の世界に触れ、対象の理解を深める。 

2) 事例（プロセスレコード）を紹介し、看護場面の考察をグ

ループで行い治療的な対人関係について考える。 

複数事例の検討を行う。 

3) 映像を視聴し、精神障害者およびその家族の理解を深め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義 

演習 

（課題・グルー

プワーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この単元は、精

神看護実習に行

く前に行う。 

使用する図書 看護学入門 13巻「精神看護」メヂカルフレンド社 

 

評価方法 

筆記試験 

参考図書 

「看護婦が見つめた人間が病むということ」，宮古あずさ，講談社 

「看護場面の再構成」，宮本真巳，日本看護協会出版会 

「精神病者魂への道」，シュヴィング.G，みすず書房 

「看護実践と言葉」，J.S.ヘイズ，K.H.ラーソン，メヂカルフレンド社 

DVD「ビューティフルマインド」2001，アメリカ（統合失調症） 

受講上の注意 
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  臨臨地地実実習習  

 

目 的 「基礎看護」「基人看護」「基年看護」「基子看護」「 び基精神護」「で学んだ知識・

技術・態度を実習の場で統合させ、日常生活の援助と診療に伴う援助ができる能力を

養う。 

 

 

目 標  １．護」の概念がわかる。 

     ２．護」の構人要素がわかる。 

     ３．護」の対象が理解できる。 

     ４．護」の方法が理解できる。 

     ５．護」の礎本技術を習得する。 

     ６．多職種連携の意義が理解できる。 

     ７．護」者としての態度を身につける。 

 

 

構 人 

 礎看護」実習     210時間       

 人看・年看護」実習  385時間 

 子看護」実習      70時間 

 精神護」実習      70時間 

臨　地　実　習



－ 124 －

  臨臨地地実実習習  

 

目 的 「基礎看護」「基人看護」「基年看護」「基子看護」「 び基精神護」「で学んだ知識・

技術・態度を実習の場で統合させ、日常生活の援助と診療に伴う援助ができる能力を

養う。 

 

 

目 標  １．護」の概念がわかる。 

     ２．護」の構人要素がわかる。 

     ３．護」の対象が理解できる。 

     ４．護」の方法が理解できる。 

     ５．護」の礎本技術を習得する。 

     ６．多職種連携の意義が理解できる。 

     ７．護」者としての態度を身につける。 

 

 

構 人 

 礎看護」実習     210時間       

 人看・年看護」実習  385時間 

 子看護」実習      70時間 

 精神護」実習      70時間 

臨　地　実　習 科目名 

基礎看護実習Ⅰ 

時間 

26時間 

准看護学科：1年次 ６月 

目的 

学内で学んだ技術の根拠を理解し、対象に合わせて援助を実施することの必要性を学び、看護の基

礎となる知識・技術・態度を習得する。 

 

目標 

1) 患者を知る。 

2) 患者を尊重したコミュニケーションをとることができる。 

3) 患者の安全・安楽を考えて、日常生活援助を指導のもとに実施できる。 

4) 必要な観察ができて、観察した内容の意味を考えることができる。 

5) 記録・報告の重要性を認識し、実施できる。 

6) 実施した援助が安全・安楽であったか振り返ることができる。 

 

【基礎看護学実習Ⅰ】 

目標 

1) 病院・病棟の構造と設備について知る。 

2) 患者の療養環境がわかる。 

3) 患者の一日の生活がわかる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

基礎看護実習Ⅱ 

時間 

72時間 

准看護学科：1年次 10月 

目的 

学内で学んだ技術の根拠を理解し、対象に合わせて援助を実施することの必要性を学び、看護の基

礎となる知識・技術・態度を習得する。 

 

目標 

1) 患者を知る。 

2) 患者を尊重したコミュニケーションをとることができる。 

3) 患者の安全・安楽を考えて、日常生活援助を指導のもとに実施できる。 

4) 必要な観察ができて、観察した内容の意味を考えることができる。 

5) 記録・報告の重要性を認識し、実施できる。 

6) 実施した援助が安全・安楽であったか振り返ることができる。 

 

【基礎看護学実習Ⅱ】 

目標 

1) 病棟における看護活動の実際を知る。 

2) 患者への関わり方について、考えることができる。 

3) 日常生活援助を原理原則に基づいて実施し、その意義を理解できる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

基礎看護実習Ⅱ 

時間 

72時間 

准看護学科：1年次 10月 

目的 

学内で学んだ技術の根拠を理解し、対象に合わせて援助を実施することの必要性を学び、看護の基

礎となる知識・技術・態度を習得する。 

 

目標 

1) 患者を知る。 

2) 患者を尊重したコミュニケーションをとることができる。 

3) 患者の安全・安楽を考えて、日常生活援助を指導のもとに実施できる。 

4) 必要な観察ができて、観察した内容の意味を考えることができる。 

5) 記録・報告の重要性を認識し、実施できる。 

6) 実施した援助が安全・安楽であったか振り返ることができる。 

 

【基礎看護学実習Ⅱ】 

目標 

1) 病棟における看護活動の実際を知る。 

2) 患者への関わり方について、考えることができる。 

3) 日常生活援助を原理原則に基づいて実施し、その意義を理解できる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

－ 126 －

科目名 

基礎看護実習Ⅱ 

時間 

72時間 

准看護学科：1年次 10月 

目的 

学内で学んだ技術の根拠を理解し、対象に合わせて援助を実施することの必要性を学び、看護の基

礎となる知識・技術・態度を習得する。 

 

目標 

1) 患者を知る。 

2) 患者を尊重したコミュニケーションをとることができる。 

3) 患者の安全・安楽を考えて、日常生活援助を指導のもとに実施できる。 

4) 必要な観察ができて、観察した内容の意味を考えることができる。 

5) 記録・報告の重要性を認識し、実施できる。 

6) 実施した援助が安全・安楽であったか振り返ることができる。 

 

【基礎看護学実習Ⅱ】 

目標 

1) 病棟における看護活動の実際を知る。 

2) 患者への関わり方について、考えることができる。 

3) 日常生活援助を原理原則に基づいて実施し、その意義を理解できる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

科目名 

基礎看護実習Ⅲ 

時間 

112時間 

准看護学科：1年次 1月～2月 

目的 

学内で学んだ技術の根拠を理解し、対象に合わせて援助を実施することの必要性を学び、看護の基

礎となる知識・技術・態度を習得する。 

 

目標 

1) 患者を知る。 

2) 患者を尊重したコミュニケーションをとることができる。 

3) 患者の安全・安楽を考えて、日常生活援助を指導のもとに実施できる。 

4) 必要な観察ができて、観察した内容の意味を考えることができる。 

5) 記録・報告の重要性を認識し、実施できる。 

6) 実施した援助が安全・安楽であったか振り返ることができる。 

 

【基礎看護学実習Ⅲ】 

目標 

1) 患者を尊重したコミュニケーションをとることができる。 

2) 患者の基本的欲求を観察することができる。 

3) 患者の状態に応じた日常生活援助を指導のもとに実施できる。 

4) 援助の実際及び患者の反応を報告・記録できる。 

5) 実施した援助が安全・安楽であったか振り返ることができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

成人・老年看護実習（病棟） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（病棟実習）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある患者の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して成人・老年期にある患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

成人・老年看護実習（病棟） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（病棟実習）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある患者の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して成人・老年期にある患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

－ 128 －

科目名 

成人・老年看護実習（病棟） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（病棟実習）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある患者の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して成人・老年期にある患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

科目名 

成人・老年看護実習（急性期） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（急性期）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある人の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して急性期にある患者の特徴を理解する。 

3) 受持患者を通して指導者とともに手術療法を受ける患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

成人・老年看護実習 

（慢性期・リハビリテーション） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（慢性期・リハビリテーション）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある人の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して慢性期・リハビリテーション期にある患者の特徴を理解する。 

3) 受持患者を通して指導のもとに慢性期・リハビリテーション期にある患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

－ 130 －



科目名 

成人・老年看護実習 

（慢性期・リハビリテーション） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（慢性期・リハビリテーション）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある人の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して慢性期・リハビリテーション期にある患者の特徴を理解する。 

3) 受持患者を通して指導のもとに慢性期・リハビリテーション期にある患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

成人・老年看護実習 

（慢性期・リハビリテーション） 

時間 

96時間 

准看護学科：2年次 5月～12月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（慢性期・リハビリテーション）】 

目標 

1) 受持患者を通して成人・老年期にある人の特徴を理解する。 

2) 受持患者を通して慢性期・リハビリテーション期にある患者の特徴を理解する。 

3) 受持患者を通して指導のもとに慢性期・リハビリテーション期にある患者の援助ができる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

科目名 

成人・老年看護実習（手術室・中央材料室） 

時間 

64時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（手術室・中央材料室）】 

目標 

1) 手術を受ける患者の看護の概要を学ぶ。 

2) 清潔・不潔の区別ができる。 

3) 滅菌物の取り扱いの実際を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

成人・老年看護実習（外来実習） 

時間 

32時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（外来実習）】 

目標 

1) 外来を受診する患者の特徴を理解する。 

2) 診療に伴う援助を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

成人・老年看護実習（外来実習） 

時間 

32時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（外来実習）】 

目標 

1) 外来を受診する患者の特徴を理解する。 

2) 診療に伴う援助を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

－ 132 －

科目名 

成人・老年看護実習（外来実習） 

時間 

32時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

成人・老年期にある人の特徴を理解し、健康障害をもつ対象に適した療養上の世話及び診療に

伴う援助を学ぶ。 

 

目標 

1) 成人・老年期にある対象の特徴をふまえ、対象の個別性を捉えることの必要性を理解する。 
2) 成人・老年期にある対象の健康上の問題を理解し、指示のもとに援助ができる。 

 

【成人・老年看護実習（外来実習）】 

目標 

1) 外来を受診する患者の特徴を理解する。 

2) 診療に伴う援助を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

科目名 

母性看護実習（母性病棟・外来） 

時間 

16時間 

准看護学科：2年次 ７月 

目的 

妊婦・産婦・褥婦・新生児の特徴を理解し、日常生活の援助のあり方を学ぶ。 

 

目標 

1) 妊娠・分娩・産褥・新生児の正常な経過を理解する。 

2) 妊婦健康診査について学ぶ。 

3) 正常な経過をたどる産婦および褥婦・新生児の看護を学ぶ。 

 

【母性看護実習（母性病棟・外来）】 

目標 

1) 妊娠・分娩・産褥・新生児の正常な経過を理解する。 

2) 妊婦健康診査について学ぶ。 

3) 正常な経過をたどる産婦および褥婦・新生児の看護を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

小児看護実習（保育所） 

時間 

32時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

小児の成長・発達を理解し、日常生活の援助および診療時の看護を学ぶ。 

 

目標 

1) 健康な乳幼児の成長・発達を理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

2) 小児の成長・発達に応じた診療に伴う援助について学ぶ。 

3) 健康障害のある小児の継続的な支援について学ぶ。 

4) 健康障害のある小児の地域生活・自立のための支援について学び、看護の役割を考える。 

5) 家族とのかかわりについて考える。 

 

【小児看護実習（保育所）】 

目標 

健康な乳幼児の成長・発達について理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

小児看護実習（保育所） 

時間 

32時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

小児の成長・発達を理解し、日常生活の援助および診療時の看護を学ぶ。 

 

目標 

1) 健康な乳幼児の成長・発達を理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

2) 小児の成長・発達に応じた診療に伴う援助について学ぶ。 

3) 健康障害のある小児の継続的な支援について学ぶ。 

4) 健康障害のある小児の地域生活・自立のための支援について学び、看護の役割を考える。 

5) 家族とのかかわりについて考える。 

 

【小児看護実習（保育所）】 

目標 

健康な乳幼児の成長・発達について理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

小児看護実習（保育所） 

時間 

32時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

小児の成長・発達を理解し、日常生活の援助および診療時の看護を学ぶ。 

 

目標 

1) 健康な乳幼児の成長・発達を理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

2) 小児の成長・発達に応じた診療に伴う援助について学ぶ。 

3) 健康障害のある小児の継続的な支援について学ぶ。 

4) 健康障害のある小児の地域生活・自立のための支援について学び、看護の役割を考える。 

5) 家族とのかかわりについて考える。 

 

【小児看護実習（保育所）】 

目標 

健康な乳幼児の成長・発達について理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

科目名 

小児看護実習（小児科外来） 

時間 

16時間 

准看護学科：2年次 6月～10月 

目的 

小児の成長・発達を理解し、日常生活の援助および診療時の看護を学ぶ。 

 

目標 

1) 健康な乳幼児の成長・発達を理解し、養護やしつけの実際を学ぶ。 

2) 小児の成長・発達に応じた診療に伴う援助について学ぶ。 

3) 健康障害のある小児の継続的な支援について学ぶ。 

4) 健康障害のある小児の地域生活・自立のための支援について学び、看護の役割を考える。 

5) 家族とのかかわりについて考える。 

 

【小児看護実習（小児外来）】 

目標 

1) 小児の成長・発達について理解する。 

2) 小児の成長・発達に応じた診療に伴う援助について学ぶ。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

精神看護実習 

時間 

70時間 

准看護学科：2年次 8月～12月 

目的 

 精神に障がいをもつ対象の特徴を理解し、対象に適した療養上の世話及び診療に伴う援助を学ぶ。

人間関係を基盤とした援助の意味を理解し、自己洞察できる能力を養う。 

 

目標 

1) 精神に障がいをもつ対象の身体的・精神的・社会的側面と日常生活を理解できる。 

2) 精神に障がいをもつ対象が、日常生活や対人関係で抱えている困難や課題を理解できる。 

3) 精神に障がいをもつ対象が、その人らしく生活していくために必要な健康的な側面を生かした援

助が理解できる。 

4) 精神に障がいをもつ対象とのかかわりを通して、自己の感情や行動に気づき自己洞察することが

できる。 

5) 患者－看護師関係の治療的意味が理解できる。 

6) 入院治療場面での看護が理解できる。 

7) 地域で暮らす精神に障がいをもつ対象の思いを知り、地域で暮らすための支援と看護の役割につ

いて理解できる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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科目名 

精神看護実習 

時間 

70時間 

准看護学科：2年次 8月～12月 

目的 

 精神に障がいをもつ対象の特徴を理解し、対象に適した療養上の世話及び診療に伴う援助を学ぶ。

人間関係を基盤とした援助の意味を理解し、自己洞察できる能力を養う。 

 

目標 

1) 精神に障がいをもつ対象の身体的・精神的・社会的側面と日常生活を理解できる。 

2) 精神に障がいをもつ対象が、日常生活や対人関係で抱えている困難や課題を理解できる。 

3) 精神に障がいをもつ対象が、その人らしく生活していくために必要な健康的な側面を生かした援

助が理解できる。 

4) 精神に障がいをもつ対象とのかかわりを通して、自己の感情や行動に気づき自己洞察することが

できる。 

5) 患者－看護師関係の治療的意味が理解できる。 

6) 入院治療場面での看護が理解できる。 

7) 地域で暮らす精神に障がいをもつ対象の思いを知り、地域で暮らすための支援と看護の役割につ

いて理解できる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 

－ 136 －

科目名 

精神看護実習 

時間 

70時間 

准看護学科：2年次 8月～12月 

目的 

 精神に障がいをもつ対象の特徴を理解し、対象に適した療養上の世話及び診療に伴う援助を学ぶ。

人間関係を基盤とした援助の意味を理解し、自己洞察できる能力を養う。 

 

目標 

1) 精神に障がいをもつ対象の身体的・精神的・社会的側面と日常生活を理解できる。 

2) 精神に障がいをもつ対象が、日常生活や対人関係で抱えている困難や課題を理解できる。 

3) 精神に障がいをもつ対象が、その人らしく生活していくために必要な健康的な側面を生かした援

助が理解できる。 

4) 精神に障がいをもつ対象とのかかわりを通して、自己の感情や行動に気づき自己洞察することが

できる。 

5) 患者－看護師関係の治療的意味が理解できる。 

6) 入院治療場面での看護が理解できる。 

7) 地域で暮らす精神に障がいをもつ対象の思いを知り、地域で暮らすための支援と看護の役割につ

いて理解できる。 

 

●実習内容・実習方法・実習評価は臨地実習指導要綱参照 

 

受講上の注意 
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教科外教育活動

１年 ２年
入学式 4 入学許可及び看護志向の自覚啓発と学習

学 意欲の動機付け
卒業式 4 4 教育課程修了の認定及び看護職として、

校 社会に貢献する自覚の動機付け
戴帽式 4 2 臨地実習に臨むにあたり看護者としての

行 相応しい態度を身につけ、看護を志す者
の決意と責任の自覚を促す

事 学校祭 6 6 学生の自主性、協調性、創造性を養う
定期健康診断 4 2 学生の健康管理を行うとともに、健康

保健に対する意識を高める
災害訓練 2 2 災害時の避難行動を体験し、災害時の

危機管理に対する認識を高める
課 10
外 る規律や施設利用の周知
活 特別講義 特別講義により、視野を広める
動 ホームルーム 教育活動を補い学校生活を円滑に進める

項目
時間数

ねらい

入学オリエンテーション 教育課程のガイダンス及び学校生活に係
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